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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年10月5日(2017.10.5)

【公表番号】特表2016-500127(P2016-500127A)
【公表日】平成28年1月7日(2016.1.7)
【年通号数】公開・登録公報2016-001
【出願番号】特願2015-523074(P2015-523074)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  23/26     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  71/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/40     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   23/26     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   71/00     　　　Ｂ
   Ｃ０８Ｌ  101/00     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/40     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   18/10     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年8月23日(2017.8.23)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９８】
　「ＯＨ－ｇ－ＰＯ－１」は、無水マレイン酸変性ＥＮＧＡＧＥ（商標）８４０７（Ｔｈ
ｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙより入手可能）と１～２重量％モノエタ
ノールアミンの反応押出より生成されたヒドロキシル官能性ポリオレフィン樹脂であり、
１９０℃、２．１６ｋｇの条件で５～１０ｇ／１０分のＭＦＲを有する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９９】
　「ＯＨ－ｇ－ＰＯ－２」は、無水マレイン酸変性ＩＮＦＵＳＥ（商標）Ｄ９８０７（Ｔ
ｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙより入手可能）と１～２重量％モノエ
タノールアミンの反応押出より生成されたヒドロキシル官能性ポリオレフィン樹脂であり
、１９０℃、２．１６ｋｇの条件で３～８ｇ／１０分のＭＦＲを有する。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１３４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１３４】
　実施例３８、３９
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　実施例３８、３９は、この発明ではないポリオール分散液を含む一段バッチプロセスで
作製したポリウレタンである。実施例３８、３９は本発明の一例ではない。実施例３９は
、ポリオール分散液の２２重量％ＭＡ－ｇ－ＰＯ－１の全体を用いて作製される。ポリオ
ール分散液は、まず、１×１×１ｃｍ片のＭＡ－ｇ－ＰＯまたは任意でＥＡＡを伴うＭＡ
－ｇ－ＰＯ混合物（１５０℃の真空炉内で一晩乾燥）７．９ｇ（すべての質量は、２２重
量％分散する）加え、続いて２８．１ｇポリオール－４（６０℃の真空炉内で一晩乾燥）
を加え、１７０℃で３～５分間分散反応させ、Ｈａａｋｅミキサに用意される。ポリオレ
フィンコポリマーポリオール分散液は、続いて、２－エチルヘキサン酸触媒スズ（ＩＩ）
（０．２重量％）存在下で、４０重量％４，４’－メチレンジフェニルジイソシアネート
（ＭＤＩ）／１，４－ブタンジオール（ＢＤＯ）（１８．８ｇＭＤＩ、５．２ｇＢＤＯ）
と、１９０℃～２００℃で５分間反応してＴＰＵエラストマー（１．０５のイソシアネー
トインデックス）を形成する。得られたＴＰＵは、Ｈａａｋｅミキサと特性評価のための
班に成形された圧縮（２０，０００ｌｂｓ、１９０～２１０℃）から除去される。実施例
３８、３９のポリオール分散液組成、ＴＰＵ引張特性を表８に示し、表９に耐溶剤性を示
す。実施例３８、３９のクリープ特性を図５に示す。
【表１】

【表２】

（態様）
（態様１）
　（ａ）無水マレイン酸グラフトオレフィン（コ）ポリマー、
　（ｂ）５０％以上の第一級水酸基含有量を有するポリオール、
　（ｃ）任意の熱可塑性（コ）ポリマー樹脂、
　および
　（ｄ）（ａ）、（ｂ）、および／または任意で（ｃ）のいずれかの間の反応生成物
　を含む、ポリオール分散液。
（態様２）
　オレフィン（コ）ポリマーが、ポリエチレン又はポリプロピレンのホモポリマー、エチ
レンおよびＣ３からＣ１２α，β－不飽和アルケンから選択される１個以上の不飽和モノ
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マーを含むランダム、ブロックまたはグラフトポリオレフィン系コポリマー、実質上線形
のエチレン系ポリマー、線形のエチレン系ポリマー、エチレン／α－オレフィンブロック
コポリマーまたはそれらの組み合わせから選択される、態様１に記載のポリオール分散液
。
（態様３）
　前記無水マレイン酸が、オレフィン（コ）ポリマーの重量を基準として、０．０１～６
重量％の量のオレフィン（コ）ポリマーにグラフト化されている、態様１に記載のポリオ
ール分散液。
（態様４）
　前記ポリオールが、ポリカーボネートポリオール、ポリエステルポリオール、ポリアル
キレンポリオール、または、０．０００１ｍｅｑ／ｇ～０．０６ｍｅｑ／ｇの末端不飽和
含有量を有するポリエーテルポリオールである、態様１に記載のポリオール分散液。
（態様５）
　ＬＬＤＰＥ、ＨＤＰＥ、低分子量ポリエチレン、エラストマー、ポリオレフィン系エラ
ストマー、ポリウレタン系エラストマー、塩素化ポリエチレン樹脂、ポリオレフィンワッ
クス、ＥＡＡコポリマー、１－オクタデセンと無水マレイン酸の線形コポリマー、エチレ
ン（メタ）アクリレートコポリマー、エチレン－酢酸ビニルコポリマー、エチレン－ビニ
ルアルコールコポリマー、ポリビニルアルコール、ＳＡＮ、又はポリウレタンから選択さ
れた、１つ以上の熱可塑性（コ）ポリマー樹脂を含む、態様１に記載のポリオール分散液
。
（態様６）
　態様１に記載のポリオール分散液を作製する方法であって、；
　ポリオールに無水マレイン酸グラフトオレフィン（コ）ポリマーの初期分散を形成する
のに十分な熱とせん断条件において、
　（ｉ）単一のミキサ内で
　　（ａ）無水マレイン酸グラフトオレフィン（コ）ポリマー、
　　（ｂ）５０％以上の第一級水酸基を有するポリオール、および
　　（ｃ）任意に、熱可塑性（コ）ポリマー
　を接触させるステップと、
　（ｉｉ）前記せん断では、十分に安定した分散を形成するため初期分散を冷却するステ
ップと、
　を含む、方法。
（態様７）
　バッチプロセスである、態様６に記載の方法。
（態様８）
　前記単一のミキサが押出機であり、前記方法が連続的である、態様６に記載の方法。
（態様９）
　態様１に記載のポリオール分散液を含む、ポリウレタン（ＰＵ）、熱可塑性エラストマ
ー（ＴＰＥ）または熱可塑性ポリエステル（ＣＯＰＥ）。
（態様１０）
　熱可塑性ポリウレタン（ＴＰＵ）である、態様９に記載の熱可塑性エラストマー。
（態様１１）
　態様１０に記載の熱可塑性ポリウレタンを製造する方法であって：
　（１）態様１のポリオール分散液と
　（２）ジイソシアネートと短鎖ジオールのプレポリマー反応産物と
を反応させるステップを含む、方法。
（態様１２）
　反応押出用途、鋳造用途、液状注型エラストマー、接着剤、ホットメルト接着剤、溶剤
型接着剤、一液型（１Ｋ）接着剤（湿気硬化）、二液型（２Ｋ）接着剤、シーラント、ま
たは、応用エラストマーコーティングに用いられる、態様９に記載のポリウレタン。
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【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）無水マレイン酸グラフトオレフィン（コ）ポリマー、
　（ｂ）ポリオール分散液の総重量を基準として５０重量％以上の第一級水酸基含有量を
有するポリオール、
　（ｃ）（ａ）および（ｂ）以外の任意の熱可塑性（コ）ポリマー樹脂、
　および
　（ｄ）（ａ）、（ｂ）、および／または任意で（ｃ）のいずれかの間の反応生成物
　を含み、
　オレフィン（コ）ポリマーが、ポリエチレン又はポリプロピレンのホモポリマー、エチ
レンおよびＣ３からＣ１２α，β－不飽和アルケンから選択される１個以上の不飽和モノ
マーを含むランダム、ブロックまたはグラフトポリオレフィン系コポリマー、実質上線形
のエチレン系ポリマー、線形のエチレン系ポリマー、エチレン／α－オレフィンブロック
コポリマーまたはそれらの組み合わせから選択され、そして
　無水マレイン酸が、オレフィン（コ）ポリマーの重量を基準として、０．８～３重量％
の量のオレフィン（コ）ポリマーにグラフト化されている、ポリオール分散液。
【請求項２】
　前記無水マレイン酸が、オレフィン（コ）ポリマーの重量を基準として、０．８～２重
量％の量のオレフィン（コ）ポリマーにグラフト化されている、請求項１に記載のポリオ
ール分散液。
【請求項３】
　前記無水マレイン酸が、オレフィン（コ）ポリマーの重量を基準として、０．８～１．
２重量％の量のオレフィン（コ）ポリマーにグラフト化されている、請求項１に記載のポ
リオール分散液。
【請求項４】
　前記ポリオールが、ポリカーボネートポリオール、ポリエステルポリオール、ポリアル
キレンポリオール、または、０．０００１ｍｅｑ／ｇ～０．０６ｍｅｑ／ｇの末端不飽和
含有量を有するポリエーテルポリオールである、請求項１に記載のポリオール分散液。
【請求項５】
　前記（ｃ）熱可塑性（コ）ポリマー樹脂が、ＬＬＤＰＥ、ＨＤＰＥ、低分子量ポリエチ
レン、エラストマー、ポリオレフィン系エラストマー、ポリウレタン系エラストマー、塩
素化ポリエチレン樹脂、ポリオレフィンワックス、ＥＡＡコポリマー、１－オクタデセン
と無水マレイン酸の線形コポリマー、エチレン（メタ）アクリレートコポリマー、エチレ
ン－酢酸ビニルコポリマー、エチレン－ビニルアルコールコポリマー、ポリビニルアルコ
ール、ＳＡＮ、ポリウレタン、又はこれらの組み合わせから選択されている、請求項１に
記載のポリオール分散液。
【請求項６】
　請求項１に記載のポリオール分散液を作製する方法であって、；
　ポリオールに無水マレイン酸グラフトオレフィン（コ）ポリマーの初期分散を形成する
のに十分な熱とせん断条件において、
　（ｉ）単一のミキサ内で
　　（ａ）無水マレイン酸グラフトオレフィン（コ）ポリマー、
　　（ｂ）ポリオール分散液の総重量を基準として５０重量％以上の第一級水酸基を有す
るポリオール、および
　　（ｃ）（ａ）および（ｂ）以外の任意の熱可塑性（コ）ポリマー
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　を接触させるステップと、
　（ｉｉ）前記せん断では、十分に安定した分散を形成するため初期分散を冷却するステ
ップと、
　を含む、方法。
【請求項７】
　バッチプロセスである、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記単一のミキサが押出機であり、前記方法が連続的である、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　請求項１に記載のポリオール分散液を含む、ポリウレタン（ＰＵ）、熱可塑性エラスト
マー（ＴＰＥ）または熱可塑性ポリエステル（ＣＯＰＥ）。
【請求項１０】
　熱可塑性ポリウレタン（ＴＰＵ）である、請求項９に記載の熱可塑性エラストマー。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の熱可塑性ポリウレタンを製造する方法であって：
　（１）請求項１のポリオール分散液と
　（２）ジイソシアネートと短鎖ジオールのプレポリマー反応産物と
を反応させるステップを含む、方法。
【請求項１２】
　反応押出用途、鋳造用途、液状注型エラストマー、接着剤、ホットメルト接着剤、溶剤
型接着剤、一液型（１Ｋ）接着剤（湿気硬化）、二液型（２Ｋ）接着剤、シーラント、ま
たは、応用エラストマーコーティングに用いられる、請求項９に記載のポリウレタン。
【請求項１３】
　前記無水マレイン酸が、オレフィン（コ）ポリマーの重量を基準として、１～１．２重
量％の量のオレフィン（コ）ポリマーにグラフト化されている、請求項１に記載のポリオ
ール分散液。
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